
















ら明治期にかけて欧文直訳のなかから生まれたことが、 金水(1991)などによって知られる。

こうしたニョッテの歴史的変遷と、 以上見てきたような現代語における意味機能の拡がりが、

どのように関辿しているのか、 それついては今後の課題としたい。

用例出典

（国盗） 『国盗り物語J司馬遼太郎、（世界） 『世界の終りとハ ー ドポイルド・ワンダーランド」 村上

春樹、(i暉） ri!f春の磋恥石川達三、（一瞬） r一瞬の夏J沢木耕太郎、（人民）『人民は弱し官吏は
弛し』且新一、（桧家）直家の人ぴとJ北杜夫、（山本） r山本五十六J 阿川弘之、（エデイ） rエディ

プスの恋人』筒井康隆、（若き） r若き数学者のアメリカ』 藤原正彦、（孤店） 『孤店の人」 新田次郎、（金
閣） 『金閣寺J三島由紀夫、（太郎） r太郎物語』沿野綾子、（野火）『野火』 大岡昇平、（さぶ） rさぶJ

山本屁五郎、（錦糊） r 錦繍』 宮本師、（プン）『プンとフン』井上ひさし、（路傍） r 路傍の石J 山本有
三、（バニ） rバニック・裸の王様』開高飽、 以上CD-ROM版『新潮文庫の100冊」による。
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